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3月までの間に撮影された、骨転移が陽性の 30組と陰性の 30組から成る計 60人の胸
腹部CT画像を用いた。まず２名の放射線科医がCTや骨シンチを含めた全ての画像情報
および臨床情報を参照して 78 個の骨転移を同定し、正解と定めた。次に観察者として









陽 性 数 ・ 読 影 時 間 は そ れ ぞ れ 、 経 時 差 分 CT 画 像 参 照 時 で
0.742,54.3%,86.4%,90.0%,0.189 個 ,187 秒 、 骨 シ ン チ 画 像 参 照 時 で

































なお、本学位授与申請者は、令和 2 年 1 月 9 日実施の論文内容とそれに関連した試問
を受け、合格と認められたものである。 
 
 
 
 
 
